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               審   査   の   要   旨 
 
 米需要量の減少と濃厚飼料自給率の低下の中で、水田転換畑における子実トウモロコシの生産が注目を集め
ている。しかし、水田転換畑におけるトウモロコシ栽培に関する研究蓄積は少なく、とくに大規模水田作経営
や大区画水田圃場で利用できる子実トウモロコシ生産の技術体系は確立していない。著者は、水田転換畑にお
けるプラウ耕がトウモロコシの生育、子実収量、根系および倒伏に及ぼす影響をロータリ耕と比較して詳細に
解析し、プラウ耕がロータリ耕と同等の生育および子実収量を維持しつつ、耐倒伏性を向上することにより安
定生産を可能にすることを明らかにしている。また、水田輪作体系の中でこれらの成果を実証するとともに、
プラウ耕はロータリ耕より作業能率が高く燃料消費を低減できることから、省力・低コスト栽培が可能である
ことを示している。本研究は、土壌の物理化学性とトウモロコシの根系発達および根の生理的活性との関係の
解明を通して基礎的な研究に寄与すると同時に、水田転換畑におけるトウモロコシの省力安定栽培技術として、
応用面でも有用かつ貴重な成果であり、今後の水田輪作体系の技術開発や普及に貢献するものと判断する。 
平成３１年１月２８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
